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当プレゼンテーションは、当社の計画と見通しを反映した、将来予想に関する記述に該当す
る情報を含んでおります。かかる将来予想に関する情報は、現在入手可能な情報に鑑み
てなされた当社の仮定および判断に基づくものであり、これには既知または未知のリスク、不
確実性およびその他の要因が内在しております。かかるリスク、不確実性およびその他の要
因は、かかる将来予想に関する情報に明示的または黙示的に示される当社の将来におけ
る業績、経営結果、財務内容に関してこれらと大幅に異なる結果をもたらす可能性があり
ます。かかるリスク、不確実性およびその他の要因には下記のものが含まれますが、これらに
限られるものではありません。

• 原油および天然ガスの価格変動及び需要の変化
• 為替レートの変動
• 探鉱・開発・生産に関連するコストまたはその他の支出の変化

当プレゼンテーションに掲載される情報（将来予想に関する情報を含む）を、その掲載日
後において、更新または修正して公表する義務を負うものではありません。

株式会社INPEX（証券コード：1605）
2025年6月4日（水）
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1. INPEXの概要
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会社概要
1. INPEXの概要

*1 2024年12月末時点 *2 自己株除く。2024年12月末時点 *3 2025年5月21日終値 Copyright © 2025 INPEX CORPORATION. All rights reserved.

社名：株式会社INPEX
上場市場(証券コード)：東証プライム市場(1605)

従業員数*1：3,679人

大株主の状況*2：
経済産業大臣 23.11%
日本マスタートラスト信託銀行(信託口)12.33%
日本カストディ銀行(信託口) 6.15％

株価*3：1927円
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ひと目で分かるINPEX
1. INPEXの概要

日本の年間
エネルギー消費量の

約1割
に相当する生産量

事業活動の

9割が海外

外国人従業員比率*
(2024年12月末時点）

42.7%

石油・天然ガス開発
クリーンエネルギー

時価総額
（2025年5月21日時点）

約2.3兆円

総還元性向
（2024年12月期）

55%
探鉱前営業CF

（2024年12月期）

約9千億円

* 子会社を含むINPEXグループの従業員に占める外国籍の従業員の割合
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1. INPEXの概要

日本のエネルギー供給に大きく貢献
当社のネット生産量は、

日本の年間エネルギー消費の約1割に相当

日本の最終エネルギー消費*1

*1 経済産業省資源エネルギー庁, 2025年4月25日, 「令和5年度(2023年度)エネルギー需給実績」
*2 2023年度

PJ

2023
年度

0

5,000

10,000

15,000

20,000

1965 1975 1985 1995 2005 2015

第2次オイル
ショック 1990年度

13,546PJ

2005年度
15,877PJ 2013年度

14,065PJ

2023年度
11,515PJ

第1次オイル
ショック

当社のネット生産量
約230百万バレル*2

日本の最終エネルギー消費
1,862百万バレル
（11,515PJ）

日本の最終エネルギー消費に占める

当社のネット生産量は約12%
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当社コアエリアと主要プロジェクト
1. INPEXの概要

6

アスタナ

ヒューストン東京

クアラルンプール シンガポール
ジャカルタ

ダーウィン

パース

オスロ

ロンドン

アブダビ

ドバイ

カザフスタン カシャガン油田

アゼルバイジャン ACG油田

イラク Block10

石油・天然ガス

低炭素化ソリューション

電力関連分野

当社拠点

新潟

ディリ

欧州
ノルウェー 北海油ガス田群 他
ノルウェー 石油ガス生産施設への再エネ電力供給

イギリス・オランダ 洋上風力

アブダビ

アブダビ陸上鉱区

アブダビ海上油田

クリーン水素等の事業化検討中

東南アジア
アバディLNG（FID前）

タングーLNG

ベトナム 05-1b/05-1c鉱区

マレーシア サラワク沖探鉱

アバディCCS（FID前）

インドネシア 地熱

豪州
イクシスLNG

プレリュードFLNG

イクシスCCS（FID前）

太陽光・風力・蓄電池等

国内
南長岡ガス田

直江津LNG基地

先進的CCS（FID前）

クリーン水素等の事業化検討中

地熱・風力等

北米
CCS/水素等の事業化検討中

かん水からの金属資源回収等の事業化調査中

GHG

GHG

GHG

GHG

GHG

GHG

GHG

GHG
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【東南アジア】アバディLNG
（最終投資決定前）

【ヨーロッパ】ノルウェー油田【オーストラリア】イクシスLNG

【日本】南長岡ガス田
【アブダビ】海上油田

©Equinor

当社の主な石油・天然ガス分野のプロジェクト
1. INPEXの概要
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国内事業
1. INPEXの概要

掘削現場
日本最大のガス田である

南長岡ガス田を操業
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2. 日本最大規模のエネルギー
開発企業
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グローバルにおけるエネルギー開発企業
2. 日本最大規模のエネルギー開発企業

Exxon Mobil
エクソンモービル
（アメリカ）

Shell
シェル
（イギリス）

BP
ブリティッシュ・ペトロリアム
（イギリス）

Chevron
シェブロン
（アメリカ）

Total Energies
トタルエナジーズ
（フランス）

海外エネルギー開発企業

Conoco Phillips
Occidental Petroleum

米
国
系

豪
州
系

欧
州
系

石油資源開発

ENEOS 

出光興産

コスモ石油

日
本

三菱商事

三井物産

伊藤忠商事 等

商
社

ス
ー
パ
ー
メ
ジ
ャ
ー

サウジアラムコ
（サウジアラビア）

中国石油集団
（中国）

プルタミナ
（インドネシア）

ADNOC
（UAE）

ロスネフチ
（ロシア）

ペトロナス
（マレーシア）

国営石油会社

Woodside Petroleum
Santos

Equinor （ノルウェー）
Eni （イタリア）
Repsol （スペイン）

上
流

中
・
下
流
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当社は、天然ガス/LNG事業を上流から下流まで

一気通貫で行っている世界でも数少ない会社の一つ

天然ガス/LNG事業を上流から下流まで一気通貫で手掛ける
2. 日本最大規模のエネルギー開発企業

液化 LNG輸送 LNG受入

陸上開発

パイプライン
供給

洋上開発

中・下流上流
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石油・天然ガス開発の事業プロセス
2. 日本最大規模のエネルギー開発企業

探す 掘る 作る 運ぶ

地下の探査を
行う

試しに掘る 発見後の
調査分析

販売する
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石油・天然ガス開発の事業プロセス
2. 日本最大規模のエネルギー開発企業

イクシスの海底生産システム
（オーストラリア）

探す 掘る 作る 運ぶ 販売する
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石油・天然ガス開発の事業プロセス
2. 日本最大規模のエネルギー開発企業

ダーウィンLNG液化基地海底ガス輸送パイプライン
敷設作業の様子 （オーストラリア）

探す 掘る 作る 運ぶ 販売する
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石油・天然ガス開発の事業プロセス
2. 日本最大規模のエネルギー開発企業

ダーウィン港を出発するLNG船
（オーストラリア）

探す 掘る 作る 運ぶ 販売する
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天然ガスパイプライン
ネットワーク

直江津LNG基地

南長岡ガス田

成東ガス田

八橋油田

国産天然ガス+LNG

石油・天然ガス開発の事業プロセス
2. 日本最大規模のエネルギー開発企業

当社のバリューチェーン

総延長約1,500kmのパイプラインを通じて

お客様の元へ

LNG船 ダーウィン → 直江津

直江津LNG受入基地 幹線パイプライン

探す 掘る 作る 運ぶ 販売する
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３. INPEXはこれから
どうやって成長するのか？

-INPEX Vision 2035-
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2035年にありたい姿：60-60を目指して
3. INPEXはこれからどうやって成長するのか？ -INPEX VISION2035-

GHG排出原単位の見通し営業CF成長のイメージ

アバディの生産開始
(30年代初頭)

イクシス拡張の生産開始
(30年代前半)

非石油ガス事業の成長

コアエリアを中心とした
既存プロジェクトの増産等

イクシスCCS稼働開始

アバディ生産開始

フレア削減、
メタン排出管理強化等

'25 '35'19’15 ’24 ‘35

その他石油ガス（アブダビ他）

アジア

オセアニア

マハカム権益
終結

イクシスの
生産開始

事業規模を60%拡大します GHG排出原単位を60%削減します

IRグッドビジュアル賞受賞
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今後の成長のカギ INPEX Vision 2035：3つの成長軸
3. INPEXはこれからどうやって成長するのか？ -INPEX VISION2035-

既存プロジェクトの安全/安定操業を一層強化し、株主還元・成長投資の原資を確保

天然ガス/LNG事業の拡大

CCS*/水素をコアとした低炭素化
ソリューションの提供

INPEX「ならでは」の強みを活かした
エネルギー・資源分野での新たな挑戦

成長軸 1

成長軸 2

成長軸 3
* Carbon dioxide Capture and Storage：二酸化炭素の分離回収・貯留
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グローバルでのLNG需要は今後アジアが中心となる
3. INPEXはこれからどうやって成長するのか？ -INPEX VISION2035-

0

100
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2000 2005 2010 2015 2020 2025e 2030e 2035e 2040e 2045e 2050e

2022年
4億トン

2030年予想
6億トン

2046年予想
7億トン

（百万トン）

出所：Wood Mackenzie2024Q4

世界需要計

世界のLNG需要

うちアジア太平洋
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イクシスLNGプロジェクト（オーストラリア）
3. INPEXはこれからどうやって成長するのか？ -INPEX VISION2035-

成
長
軸

1

成
長
軸

2

成
長
軸

3

更なる低炭素化に向けたCCSの実装、LNG生産能力の拡大

'2025 '2035

第1/2トレイン
年産生産量930万トン

原料ガス
追加確保

第3トレイン 拡張

イクシスのLNG生産の能力イメージ

AUSTRALIA

イクシスガス田

液化プラント
（Darwin）

イクシスの生産量は
日本のLNG輸入量の

約14％に相当

930万
       トン

日本の年間LNG輸入量は
約6,500万トン*

* JOGMEC, 2024年11月18日, 「日本企業のLNG取扱量に係る2024年度調査結果」(2023年度実績)
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アバディLNGプロジェクト（インドネシア）
3. INPEXはこれからどうやって成長するのか？ -INPEX VISION2035-

成
長
軸

成
長
軸

2

成
長
軸

3

LNG生産量はイクシスと同程度の年産950万トン
2030年代初頭の生産開始を目指す

陸上LNGプラント(OLNG) 
年産950万トン

FPSO
ガスとコンデンセートの分離

海底生産システム(SURF)
水深400～800m

海底パイプライン(GEP)
距離：180km

CCS
CO2を圧入

1

アバディ
INDONESIA



23

首都圏CCS事業による貢献（千葉県）
3. INPEXはこれからどうやって成長するのか？ -INPEX VISION2035-

成
長
軸

1

成
長
軸

2

成
長
軸

3

国内で先進的CCS事業を推進
第三者へもGHG削減ソリューションを提供し、新たな収益源を目指す

検討例：首都圏CCS（約140万トン/年）

京葉臨海工業地帯

CO2
排出源

貯留
エリア* 

CO2
パイプライン* 

東京都
千葉県

* パイプラインルートおよび貯留エリアは評価・選定中

製鉄所 CO2分離回収設備

陸上パイプライン

CO2圧入井昇圧設備

発電所等

輸送

分離
回収

貯留
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ブルー水素・アンモニア製造・利用一貫実証試験（新潟県柏崎市）
3. INPEXはこれからどうやって成長するのか？ -INPEX VISION2035-

成
長
軸

1

成
長
軸

2

成
長
軸

3

日本初の国産天然ガスを用いたブルー水素・アンモニア製造CCUSの実施
発電等による利用までを一貫する実証試験

アンモニア
製造装置

ガス供給設備水素発電
2025年4月末時点

管理棟

CO2回収設備
水素製造設備 CO2圧縮設備
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エネルギー・資源分野での新たな取組み
3. INPEXはこれからどうやって成長するのか？ -INPEX VISION2035-

成
長
軸

1

成
長
軸

2

成
長
軸

3

INPEX「ならでは」の強みを活かせるかたちで
電力事業とその周辺分野での事業展開の拡大に挑戦

ガス田 CO₂

金属資源の供給等

LNG

液化 LNG受入

ガス火力
データセンター等

需給調整

CO2回収

地熱

太陽光

ヨウ素の供給
風力

蓄電池

電力

CCS

天然ガス

電源ポートフォリオの多様化と需給調整能力の強化石油・天然ガス以外の地下資源回収 電力多消費産業への貢献
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４. 業績・株主還元・株主優待
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株価及びPBR推移
4. 業績・株主還元・株主優待

556
1,002

1,396
1,904

1,970 

1,874
2,253

2,880
3,345

4,026 

0.30
0.44

0.48
0.57

0.49 

-0.10

0.1 0

0.3 0

0.5 0

0.7 0

0.9 0

1.1 0

1.3 0

0

500

1,0 00

1,5 00

2,0 00

2,5 00

3,0 00

3,5 00

4,0 00

4,5 00

2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

期末株価（円）

期末BPS（１株当たり純資産）（円）

期末PBR（株価純資産倍率）（倍）

* 2020年～2022年：日本基準、2023年・2024年：IFRS

業
績

株
主
還
元

株
主
優
待
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株主還元を大幅に拡充
4. 業績・株主還元・株主優待

700
1,200 1,000

1,300

2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

18
48

62 74 86 90

2018/3 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12(予想)

1株当たり配当金は
2018年度比で

５倍まで増加

イクシス
生産開始前

イクシス
生産開始後

過去最高

４期連続で
自己株式取得を実施

1株当たり配当金（円）推移

自己株式取得額（億円）の推移
過去最高

業
績

株
主
還
元

株
主
優
待
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40%以上
50％以上

前中計目標 今次目標

90円

’25 ’26 ’27前中計目標

下限30円

*1 前期の1株当たり年間配当金に対して維持または増配
*2 配当支払額と自己株式取得予定額の合計金額÷当期利益

1株当たり年間90円を起点とする
累進配当*1を実施

株主還元を強化していきます（2025-2027 中期経営計画より）
4. 業績・株主還元・株主優待

累進配当をベースに機動的に
自己株式を取得

総還元性向*2 50％以上を目指す

業
績

株
主
還
元

株
主
優
待
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株主優待① オリジナルQUOカード
4. 業績・株主還元・株主優待

保有実績（400株以上を１年以上）に応じ当社オリジナルQUOカードを進呈しています
毎年絵柄が代わることも特徴です業

績

株
主
還
元

株
主
優
待
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株主優待② 施設現場見学会
4. 業績・株主還元・株主優待

12月末時点で100株以上保有の株主さまに対し
抽選で施設現場見学会を実施しています

LNGタンク INPEX Museum

業
績

株
主
還
元

株
主
優
待
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コーポレートブランディング - ブランドメッセージの策定 -

「ブランドメッセージ」には、「地球の力」を活かした事業をグローバルに展開し、チャレンジ精神をもって、未来に
向かってエネルギーの課題を解決していく、当社の決意や力強い意思を表現しています。
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ブランドステートメント
ブランドステートメントには、エネルギーの安定供給という「使命」を掲げ、蓄積した経験と発想を集結して、「世界規模の課題」に挑戦していく当
社の姿勢を示しています。
ステートメントデザインのテーマは「Arrow（矢印）」。
「Arrow」の角度は、INPEXのコーポレートロゴの角度と同じで地軸の傾きを表す上向き23度になっており、右に向いた「Arrow」はチーム全体で
力を合わせて未来に向けて挑むイメージを表現しています。
ブランドメッセージの「挑む」の文字にもArrowのデザインを取り入れ、エネルギー、向上心、安全性をイメージするオレンジ色を採用しました。
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ご清聴ありがとうございました。
https://www.inpex.coｍ
当社ウェブサイトには投資家様向けを含む様々な情報を掲載しております。
ぜひご覧ください。

https://www.inpex.co.jp/
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